


裏磐梯図鑑　No33

冬芽いろいろ

裏磐梯の冬は一面銀世界。

雪原や林の中で、樹木の枝に
注目してみませんか？
冬芽図鑑をもって出かける
のもオススメです。

冬芽観察のための用語解説
オニグルミ（クルミ科）

ニワトコの冬芽　　　　　芽吹いた際の様子
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　３月に入り少しずつ春に近づいてき
ました。とはいえ裏磐梯の冬は長く、
12 月から 4 月の 5ヶ月程は雪の世界
になります。もちろん、春を待ちわび
るのはわたしたち人間だけではありま
せん。植物たちも春に向けて準備を始
めているのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　

　冬芽（とうが・ふゆめ）とは、厳し
い寒さや乾燥、病虫害から新しい芽を
守るためのカバーのようなものです。
冬芽の形は植物の種類によって、それ
ぞれ特徴的でバリエーションに富んで
います。フカフカ、ツルツル、ベタベ
タなど、見て観察するだけではなく実
際に触ると、特徴を覚える近道になる
でしょう。
　あわせて葉痕（葉が枯れ落ちた痕）
にも注目しましょう。似た植物と見分
けるポイントになります。

　さて、これはなんという樹木だろう
かと図鑑をめくると、馴染みのない用
語が多いかもしれません。そんな時は、
図鑑の巻頭または巻末にある用語解説
のページを確認してみましょう。

　冬芽を観察することで、これまで気
づかなかった冬の自然を発見すること
ができます。スノートレッキングの際、
ただ歩いて景色をみるだけでなく、冬
芽を探すことが楽しみになります。

冬芽は裸芽で互生し、短い毛が密に生える。
葉痕は T字形で大きく目立つ。

1 オニグルミ（クルミ科）

花芽が球形になるのが特徴。切り口には芳香
（良い香り）があり、楊枝の材料に利用される。
葉痕は半円型。維管束痕は小さい。

2 クロモジ（クスノキ科）

別名ムシカリ。葉芽の葉脈がはっきり見える。
花芽は球形。葉痕は倒松型～三角形。

3 オオカメノキ（スイカズラ科）

赤茶色の毛が密に生える。葉痕はハート型～
三角形。維管束痕が大きく目立ち、V字に並ぶ。

4 ヤマウルシ（ウルシ科）

頂芽が大きく、芽鱗が水あめを塗ったように
べとつく。葉痕はハート形～腎形で大きい。
維管束痕は 5～ 9個。

5 トチノキ（トチノキ科）

頂芽は半球形～円錐形で、芽鱗はツヤがある。
葉痕は枝の半周以下。枝が太い。トゲが太く
目立つ（トゲがない枝もある）。

6 ハリギリ（ウコギ科）

枝は太くトゲがある。葉痕は V字形（または
U字型）。春の新芽は「タラノメ」と呼ばれ
山菜として食される。

7 タラノキ（ウコギ科）

1

　冬～早春は木道・湿原、探勝路が雪に埋まり、例年 4月初めまでスノートレッキングが可能です。
　スノートレッキング初心者には、図に赤線で示した細野～野鳥の森展望台往復 ( 片道 2.6km) がおすすめです。
人がいない静かなブナの森を歩くことができます。ブナの巨木が多い緩やかな尾根が続き、展望台からの桧原湖
と磐梯山は絶景です。また、湿原区域の雪原を歩き回るのもおもしろいです。
　スノートレッキング中級者以上におすすめは、図の青色点線で示した「八森山」周回ルート (８km逆回りも
OK) です。ここには夏道がないので積雪期だけ歩くことができます。5～ 6時間かかりますが、歩き終わった　
後の「1日中ブナの森を歩いた」という満足感は何ものにも代えがたいものです。所々ルートファインディング
　（正しいコースを見つける技術）が必要なので、地図とコンパス、GPS などを携帯してください。
　野鳥の森休憩舎の駐車場は使用できないので、図の P1・P2 の駐車スペースを利用してください。

自然解説員の巡視日記裏磐梯野鳥の森探勝路

八森山からの西大巓 ブナの巨木が続く尾根 霧氷

展望台からの磐梯山

P�　カーブの手前P�　道路標識が目印
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